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　途上国において農業発展をはかるには協同組合とり
わけ協同組合連合会を強化していくことが必要であ
る。
　開発に必要な資金の調達、農業生産力の向上、農民
の協同組合への結集、農産物の販売方式や生産資材の
調達方法の改善といったことは連合会の強化なくして
達成できない。収益性の低い農業に資金が集まらない
のは発達した国においても同様であるが、協同組合が
十分組織されていない場合は大いなる創意工夫が求め
られる。小口の資金であっても労を惜しまず蓄積して
いくといった日常的な努力が求められている。特に外
国から食料援助を受けている国の場合、その食料を単
に食糧として消費してしまうのではなく、それを資本
に転化する工夫や努力が求められる。
　インドにおいては外国の援助食料をそのまま消費す
るのではなく独自の機関（NDDB）を設けて農村開発
のためストックし、農村開発プログラムの原資として
いった。さらに外国や外部の機関がたてた開発プログ
ラムではなく自らの力で考えた構想を重視したのであ
る。
　その構想は単に食糧生産量を引き上げるといった生
産一辺倒の計画ではなく、生産した農産物を集荷し、
加工し、さらに低廉な流通コストで大都市の消費者に
配分できるような新しいシステムを作ることを目指し
た。つまり生産流通過程の総合的近代化を図ったので
ある。こうした近代化の動きは放っておくと資本主導
で農民不在の「近代化」となってしまうことが多い。
農民が生産や加工段階さらに流通段階についても主体
的に力を発揮できるようなシステムを作ることが必要
なのである。それには生産の主体である村レベルの協
同組合がしっかりと根づかなくてはならないし、それ
を単位組織だけにとどめるのではなく連合会組織とし
て強化していくことが必要である。
　途上国において、単位農業協同組合は組織されるが、
連合会の組織化が極めて弱く、農民が生産販売の主導
権を握ることが困難な状況にある。もし連合会が組織
されていけば、ここに余裕資金が集まり生産、加工、
輸送近代化のための資本が蓄積されていく。実際イン
ドの農村部で展開している酪農を中心とする農村開発
は資本の面、人材の面、生産流通の面においても画期
的な成果挙げており、農村開発の一つのモデルとなっ
ている。
　とはいえ、こうした方式がすべての地域にすんなり
と受け入れられているわけでもない。こうした新しい
システムによって既存の権益が失われる階層はそれに
抵抗する。そうした抵抗を排除しつつより高い生産力
と所得水準引を求める強い意思をもった協同組合運動
が求められているのである。
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